
東日本大震災 被災寺院現状報告 

 

寺院：宮城県第１３教区第３０９番崇德寺 

住所：宮城県石巻市寄磯浜池尻８ 

 

寺院の被害 

・ 地震により、本堂、庫裡、山門が半壊した。 

・ 境内の土木構造物にも被害が生じている。 

寺院の現状 

・ 檀信徒の離散、後継者の問題、経済的問題、先の見通しが立たないことを

心配しており、精神的肉体的疲労を抱えている。 

・ 放射能汚染により、檀信徒の離散、漁師の風評被害等への影響が出ている。 

檀信徒の現状 

・ 震災で自宅に住めなくなったことや、経済的な問題から避難を強いられて

いる檀信徒がいるが、居住先はほぼ把握している。 

・ 複数の離檀がある。 

地域の現状 ・ 港湾の整備復旧がなされていない。 

復興の状況 

・ 業者から見積もりが難しいとしか回答されないことや、資金が工面できず

檀信徒にも負担をかけられないことから復旧の目途は立っていない。 

（Ｈ２５.９.２４現在） 

     

（撮影Ｈ２５.１１.１０） 


